
No.40 平成 21 年
2009

幣串小学校の全児童が漁船で学校所有のひょうたん島に渡り、
カサゴの稚魚を放流。大きく成長してくれることを期待しまし
た。（関連記事は P17）



民生費
20億852万2千円

22.0％

土木費
16億8089万2千円

18.4％

公債費
15億5740万2千円

17.1％

総務費 10億5769万5千円
11.6％

農林水産業費 8億5959万8千円
9.4％

教育費 6億8160万円 7.5％

その他 12億7655万1千円 14.0％

町税 7億7026万4千円
8.4％

地方交付税
42億7505万7千円

46.9％

町債
15億1090万円

16.6％

国庫支出金 12億5344万4千円 13.7％

県支出金 6億3146万円 6.9％

分担金及び負担金
1億6488万6千円

1.8％

繰入金
1億1585万4千円

1.3％

その他
1億7046万5千円

1.9％

依存財源
79億79万1千円

86.6％

自主財源
12億2146万9千円

13.4％

その他
2億2993万円

2.5％

歳
入
総
額　

91
億
２
２
２
６
万
円

歳
出
総
額　

91
億
２
２
２
６
万
円

主な事業の使い道
◎総務課
耐震性貯水槽の設置（山寺・川床中・茅屋・母良木・
藤之元・城川内・Ｂ＆Ｇ体育館） 28,000

◎企画財政課
太陽の里ピクニック広場入口修景工事 5,500

獅子島フェア開催委託料 4,400

◎保健衛生課
新型インフルエンザ等発生時用の防護服備蓄 1,458

火葬場のエアコン改修 3,570

◎水産商工課
幣串に水産物処理加工施設を整備 10,485

獅子島にヒラメの稚魚放流 4,200

城川内の藻場造成等 30,002

蔵之元漁港の整備 30,006

黒崎漁港の物揚場整備 10,133

大島漁港の護岸、消波堤、用地舗装等の整備 20,006

町のイベントや観光などのＰＲ経費 6,048

太陽の里の施設整備 7,000

松ケ平キャンプ場の炊事棟改修 2,000

青少年旅行村にバンガロー 4戸と炊事棟の整備 30,603

◎診療所
鷹巣診療所の全身用Ｘ線ＣＴ装置更新 73,500

鷹巣診療所のレセプト電算システム購入 3,045

平尾診療所のレセプト電算システム購入 1,890

獅子島診療所のレセプト電算システム購入 1,733

獅子島診療所の自動血球計数装置購入 1,260

川床診療所のレセプト電算システム購入 1,890

◎水道課
平尾・獅子島の簡易水道事業認可申請書作成業
務委託 14,730

県道葛輪瀬戸線の水道管移設工事 1,300

黒崎の濁度計設置工事 5,629

農業集落排水資源循環統合補助事業（機能強化）
調査設計負担金 2,250

◎農林課
幹線道路周辺の竹林健全化整備 1,556

かごしま竹の里づくり事業補助金 1,006

御所ノ浦の林道整備と平河内の法面保護 8,059

◎耕地課
犬鹿倉の農道改良舗装 22,447

川内の遊歩道、休憩施設整備 19,794

◎建設課
赤崎の急傾斜地解消 10,500

獅子島港御所ノ浦地区、白浜地区の整備 16,000

老朽化したケビン 2棟とクレヨン塾跡を町営住
宅として改修 11,528

耐震性貯水槽 7 基設置などに
2 億 9626 万 9000 円を追加

一般会計予算の総額は 91 億 2226 万円

　

平
成
21
年
第
２
回
長
島
町
議
会

定
例
会
が
６
月
12
日
か
ら
22
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
や
脇
崎
地
区

の
港
湾
区
域
内
公
有
水
面
埋
立
に

関
す
る
意
見
、
口
之
福
浦
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
藤
之
元
自
治

公
民
館
へ
無
償
譲
渡
な
ど
10
議
案

を
可
決
、
兒
島
宏
允
氏
（
62
）
＝

唐
隈
＝
の
町
教
育
委
員
会
委
員
任

命
に
同
意
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
２
億
９
６
２
６
万
９
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
91
億
２
２
２
６
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

追
加
予
算
の
歳
入
財
源
の
主
な

も
の
は
、
県
支
出
金
９
６
９
７
万

８
千
円
、
町
債
８
０
３
０
万
円
な

ど
で
す
。

　

今
回
補
正
さ
れ
た
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
耐
震
性
貯
水
槽
７
基
設

置
２
８
０
０
万
円
や
城
川
内
の
藻

場
造
成
等
３
０
０
０
万
２
千
円
、

鷹
巣
診
療
所
の
全
身
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ

装
置
更
新
７
３
５
０
万
円
な
ど
で

す
。

　

今
回
追
加
さ
れ
た
予
算
の
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

↑ケビンやクレヨン塾跡（写真）を町営住宅として改修

（単位：千円）

行
政
用
語
の
解
説

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
補
助
金

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
障
害
者
、
老
人
福
祉
、
児
童

福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理

な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営

住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
防
、
防
災
、
災
害
時
被
害
軽
減
な
ど
の

経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の

償
還
金

↑火葬場「不知火苑」のエアコンを改修

↑防波堤、護岸、道路等が整備される蔵之元漁港

↑青少年旅行村にバンガローを整備

↑鷹巣診療所のＸ線ＣＴ装置を更新
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タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
差
押
え
導
入

　　　　独身男女交流イベント
　　　　第３回 “めぐり愛” ウェディング長島
　　　参加者募集　

開催日時　10 月 17 日（土）　13：00 ～ 22：00
　　　　　10 月 18 日（日）　  9：00 ～ 16：00
　　　　　（１泊２日）
宿泊会場　癒しの宿サンセット長島
　　　　　鹿児島県出水郡長島町指江 1553
　　　　　ＴＥＬ（88）5300
参加資格　現在、概ね 25 歳以上 50 歳以下の独身女性・男性。
　　　　　結婚歴は問いません。但し、男性は長島町在住者
　　　　　だけとなります。
募集人員　60 人（女性 30 人・男性 30 人）
参  加  費　 女性 5,000 円　男性 12,000 円
■問い合わせ先　長島町役場　総務課
　　　　　　　　ＴＥＬ（86）1111　内線 1212・1219
　　　　　　　　ＦＡＸ（86）0950
　　　　　　　　 E-mail    soumu@town.nagashima.lg.jp

　

町
で
は
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
農
業
機
械
を
使
っ
た
作

業
中
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
本
年
１
月
か
ら
６

月
25
日
ま
で
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
農
業
機
械
を
使
っ
た
作
業
中

の
死
亡
事
故
が
10
件
発
生
し
て
い

ま
す
。
前
年
の
１
年
間
の
発
生
件

数
が
10
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

自
動
車
と
比
較
し
て
身
体
を
保

護
す
る
装
置
が
少
な
い
農
業
機
械

で
の
事
故
は
、
死
亡
事
故
に
直
結

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
長
年
の

農
作
業
経
験
に
よ
る
技
術
へ
の
過

信
も
、
事
故
の
原
因
で
す
。

　

そ
こ
で
、
県
立
農
業
大
学
校
か

ら
講
師
を
招
き
、
学
科
研
修
に
よ

る
安
全
作
業
へ
の
知
識
修
得
や
、

実
技
研
修
に
よ
る
基
本
操
作
の
確

認
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
専
業
、

兼
業
、
年
齢
等
を
問
わ
ず
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

　

町
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
税
金
の
滞
納
に

対
し
て
は
国
税
徴
収
法
な
ど
に
基

づ
き
、
預
貯
金
や
給
与
、
不
動
産

等
の
財
産
差
押
え
を
実
施
し
、
滞

納
額
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
新
し
い
取
り
組
み
と

し
て
、
文
書
や
電
話
な
ど
に
よ
る

再
三
の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

税
金
を
納
付
さ
れ
な
い
滞
納
者
に

対
し
「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
車
輪
止

め
）」
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
差
押

え
ら
れ
た
場
合
は
、
自
動
車
な
ど

の
運
行
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
後
も
納
税
さ
れ
な

い
場
合
は
、
差
押
え
た
自
動
車
等

を
引
き
上
げ
、
公
売
処
分
し
て
滞

納
と
な
っ
て
い
る
税
金
に
あ
て
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

税
金
は
、
納
期
限
内
に
忘
れ
ず

納
め
る
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

航　空　学　生 高卒（見込含）以上
21 歳未満の人 8月 1日～ 9月 11 日 9月 23 日

一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満の人 8月 1日～ 9月 11 日 9月 19 日

2等陸・海・空士
（男子・女子） 18 歳以上 27 歳未満の人 8月 1日～ 9月 11 日 9月 27 日・28 日

連　　絡　　先 ☆長島町役場総務課　℡（86）1111
☆自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所　℡ 0996（22）2401

農
作
業
事
故
防
止
研
修
会
を
開
催

安
全
な
農
作
業
に
つ
い
て
再
度
、

意
識
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時
＝
７
月
30
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
場
所
＝
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
お

　

よ
び
駐
車
場

○
研
修
内
容
＝
救
急
救
命
措
置
、

　

安
全
な
農
作
業
に
関
す
る
学

　

科
、
道
路
法
令
、
実
技
研
修

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
２
１
４
１

防衛省では、次のとおり自衛官を募集します。

自衛官等募集

タイヤロックの設置例
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　長島町のＰＲ促進を図るため、長島フォトコンテストを実施します。応募用紙は企画財政課と総合管理課に
ありますので、要項を確認のうえ応募ください。多数の応募をお待ちしています。
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７月１日付けで、町職員の人事異動がありましたのでお知らせします。（　）は旧職

町職員の人事異動発令

町
長
動
静
　
６
月

１
日　

県
防
衛
協
会
理
事
会
・
総
会
（
鹿
児
島
市
）

２
日　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

３
日　

県
町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

４
日　

地
域
保
健
活
動
連
絡
協
議
会
総
会

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
事
会（

鹿
児
島
市
）

５
日　

長
島
黒
ノ
瀬
戸
風
力
発
電
完
成
祝
賀
会

（
下
山
門
野
）

　
　
　

町
観
光
活
性
化
検
討
委
員
会（

長
島
町
役
場
）

６
日　

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
総
会

（
阿
久
根
市
）

７
日　

土
砂
災
害
全
国
統
一
防
災
訓
練（
獅
子
島
）

９
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

10
日　

１
０
０
歳
お
祝
い
式
（
町
内
）

12
‐
22
日　

町
議
会
定
例
会
（
長
島
町
役
場
）

19
日　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

20
日　

北
さ
つ
ま
漁
業
協
同
組
合
総
会（

阿
久
根
市
）

23
日　

地
域
景
観
づ
く
り
緊
急
支
援
事
業
協
議

（
福
岡
市
）

24
日　

東
町
漁
業
協
同
組
合
総
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

25
日　

長
島
町
観
光
公
社
理
事
会（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

工
房
ぽ
ん
ぽ
こ
開
所
式
（
母
良
木
）

26
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

29
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立鷹巣図書館 / 電話 0996(86)1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

町立指江図書館 / 電話 0996(88)6500

梅
雨
寒
の
灯
り
を
低
く
骨
董
屋　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

花
嫁
の
父
の
背
中
や
羽
抜
鶏　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

天
草
の
灯
は
混
沌
と
梅
雨
温
り　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

跣は
だ
し足

の
子
こ
の
頃
と
ん
と
土
踏
ま
ず　
　
　

筑
前　

初
市

梅
雨
寒
の
ひ
と
日
空
見
ず
海
も
見
ず　
　
　

二
階
堂
妙
子

母
の
忌
や
今
年
も
飛
ん
で
糸
蜻と
ん
ぼ蛉　

　
　
　

大
堂　

早
苗

栴
檀
の
花
咲
く
今
朝
は
亡つ

ま夫
想
ふ
草
食
む
牛
の
面
さ
す
り

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

枯
れ
枯
れ
に
紫
陽
花
は
咲
き
梅
雨
に
入
れ
ど
雨
待
つ
今
宵

の
星
の
瞬
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

春
着
に
て
つ
つ
じ
咲
く
垣
睦
み
行
く
媼
お
う
な

ら
を
見
る
窓
に
微

笑
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

花
果
て
し
プ
ラ
ン
タ
ー
に
萎
む
パ
ン
ジ
ー
の
残
り
咲
く
花

に
水
そ
そ
ぎ
や
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

艶
め
き
て
早
苗
植
う
る
を
待
つ
水
面
実げ

に
不ほ

と
と
ぎ
す

如
帰
峡
に
鳴

き
満
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

佐
渡
の
旅
に
求
め
来
た
り
し
ス
カ
シ
百
合
春
日
の
庭
に
輝

く
黄
色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
ノ
下
典
子

咲
き
初
め
し
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
は
十
年
振
り
植
へ
た
る
亡

父
の
笑
顔
に
見
え
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

海
沿
ひ
の
雑
木
を
覆
ふ
昼
顔
の
し
だ
れ
咲
き
ゐ
て
夕
日
に

映
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

師
の
面
輪
そ
こ
に
顕た

た
せ
て
揺
れ
止
ま
ぬ
夏
萩
の
花
の
紅

哀
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

歩
み
ゆ
く
河
畔
の
闇
に
蛍
火
の
消
へ
か
つ
灯
る
哀
し
き
ま

で
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
　
　
ヒ
ロ

梅
雨
雨
の
少
な
き
ゆ
え
に
中
耕
の
遅
れ
し
箇
所
あ
り
植
田

の
中
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田　

幸
子

飯
碗
の
縁
に
て
卵
割
り
て
お
り
一
つ
の
音
に
ひ
と
つ
の
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

理
由
な
ど
な
け
れ
ど
な
に
か
空
ろ
な
り
梅
雨
入
り
た
れ
ど

雨
降
ら
ぬ
日
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

定
年
の
あ
る
な
ら
遠
に
過
ぎ
て
い
る
妻
と
吾
と
の
畑
の
仕

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

子
の
帰
省
待
ち
て
見
て
お
り
紫
陽
花
の
上
に
か
す
か
に
降

る
梅
雨
の
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

母
と
娘
と
湯
に
浸
り
つ
つ
話
し
い
る
こ
れ
迄
の
事
こ
れ
か

ら
の
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

長
男
の
誕
生
の
時
思
い
つ
つ
孫
の
誕
生
の
報
を
待
ち
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

思
い
直
し
思
い
返
し
て
ゆ
く
日
日
の
あ
ま
り
に
長
し
ひ
と

り
の
暮
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

俳
句

今
日
有
て
明
日
無
き
命
知
ず
と
し
て
も
何
も
言
ず
と
今
の

世
去
し
ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

戦
ひ
て
敗
れ
し
吾
が
代よ

貧
し
く
も
今
安
ら
け
く
山
河
と
共

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

い
か
な
ご
を
吾
に
も
食
べ
よ
と
送
り
く
れ
し
高
校
よ
り
の

友
は
健
や
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

短
歌

あ
の
果
て
に
父
母
お
わ
す
梅
雨
の
月　
　
　

笹
元　

政
美

天
を
指
し
南な
ん
て
ん天

咲
け
り
孫
産
る　
　
　
　
　

桐
野　

眞
実

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス

知
っ
て
て
よ
か
っ
た
小
児
科
の
巻

吉
崎 

達
郎
・
明
橋 

大
二  

著

　

子
ど
も
の
病
気
か
ら
食
事
、
ト
イ
レ
の
悩
み

ま
で
、
知
り
た
か
っ
た
カ
ラ
ダ
の
こ
と
が
イ
ラ

ス
ト
つ
き
で
分
か
り
や
す
く
載
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
か
た
に
お
す
す
め
で

す
。

お
と
な
の
ね
こ
ま
ん
ま

ね
こ
ま
ん
ま
地
位
向
上
委
員
会  

編

　

あ
っ
た
か
ご
飯
に
材
料
を
の
せ
え
る
だ
け
！

誰
で
も
知
っ
て
い
る
「
ね
こ
ま
ん
ま
」
の
つ
く

り
方
が
満
載
で
す
。
節
約
目
的
の
人
に
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ
た
い
人

に
も
お
す
す
め
で
す
。

苗
を
し
て
庭
に
育
て
し
紫
陽
花
の
満
開
な
れ
ど
そ
の
夫つ

ま

は

亡
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

【課長級】	 	

企画財政課参事（会計課参事）　　　　　　　	関　　俊則
【課長補佐級】

町民福祉課長補佐兼社会福祉第一係長兼児童福祉係長

　福祉事務所兼務
（町民福祉課長補佐兼社会福祉第一係長　福祉事務所兼務）

  塩見　義光
農林課長補佐兼農村振興係長
（総合管理課長補佐兼管理係長兼町民第一係長　福祉事務所兼務）

　	本田　勝郎
税務課主幹兼国民健康保険税第一係長
（診療所主幹兼事務係長）　　　　　　　　　　　　　　　		中西みさえ
税務課主幹兼管理収納係長
（町民福祉課主幹兼年金係長兼児童福祉係長）　　　　			立山　茂盛
税務課主幹兼国民健康保険税第二係長
（税務課主幹兼国民健康保険税係長）　　　　　　　　　　		岩下　友成
町民福祉課主幹兼老人福祉係長兼年金係長　福祉事務

所兼務
（町民福祉課主幹兼老人福祉係長　福祉事務所兼務）　　　		池上　栄司
診療所主幹兼事務係長
（税務課主幹兼管理収納係長）　　　　　　　　　　　　　		上原　幸子
総合管理課主幹兼町民第一係長兼保健係長　会計課分

室兼務福祉事務所兼務
（総合管理課主幹兼町民第二係長兼保健係長　会計課分室兼務福祉事務所兼務）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	中尾　朋子
総合管理課主幹兼町民第二係長　福祉事務所兼務
（総合管理課主幹兼町民第三係長　福祉事務所兼務）　　　		畠中　恵美

総合管理課主幹兼管理係長兼町民第三係長　福祉事務

所兼務
（企画財政課主幹兼電算第一係長）　　　　　　　　　　　		田中　耕策
農林課主幹兼畜産係長
（農林課主幹兼畜産係長兼農村振興係長）　　　　　　　　		瀬ノ口順一
【係長級】

企画財政課企画調整第二係長兼電算係長
（企画財政課企画調整第二係長兼電算第二係長）　　　　　		中村　勝博
企画財政課主任（税務課主任）　　　　　　　　　　	瀬ノ口政輝
町民福祉課主任　福祉事務所兼務
（水産商工課主任）　　　　　　　　　　　　　	二階堂　晃
水産商工課主任（学校教育課主任）　　　　　　　　	小城　忠弘
【係員】

学校教育課主事（税務課主事）　　　　　　　　　　	長岡　一明
【夢追い長島花フェスタ関係】

本部長　　　　　　　　　　第１副町長　川﨑　鐵夫
副本部長　　　　　　　　　第２副町長　大堂　定憲
担当課長　　　　　　　　事業推進課長　山下　幸雄
担当係長

事業推進課主幹景観第一係長兼農林係長　村上　繁己
担当係長

　　　　事業推進課主幹兼景観第二係長　小園美和子
担当主任　　　　　　　　水産商工課長　浦　　弘成
担当　　水産商工課主幹兼商工観光係長　乾　三紀夫
担当　　　　　　　　　水産商工課主任　小城　忠弘
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INFORMATION

動
物
愛
護
講
習
会

　

保
健
所
で
は
、
動
物
愛
護
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
習
会

を
受
講
さ
れ
た
人
は
、
宮
之
城
畜

犬
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど(

県
下
３

カ
所)

で
実
施
す
る
「
犬
の
譲
渡

会
」
で
、
犬
の
譲
渡
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

犬
の
飼
い
方
や
し
つ
け
方
な
ど

に
疑
問
を
も
っ
て
い
る
人
、
こ
れ

か
ら
犬
を
飼
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
、
そ
の
ほ
か
興
味
の
あ
る
人

な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

〇
開
催
日
時
お
よ
び
場
所

　

第
１
回
＝
７
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
　

川
薩
保
健
所

　

第
２
回
＝
８
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　

大
口
保
健
所

　

第
３
回
＝
８
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　

出
水
保
健
所

　

第
４
回
＝
８
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　

さ
つ
ま
町
ひ
ま
わ
り
館

○
時
間

　

受
付
＝
午
後
１
時
～

　

講
習
会
＝
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
３
時

〇
講
習
内
容

　

①
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
に

　
　

つ
い
て

　

②
動
物
由
来
感
染
症
に
つ
い
て

　

③
質
疑
・
応
答

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　

℡
（
63
）
３
１
１
１

狩
猟
免
許
試
験
を
実
施

　

狩
猟
を
行
う
た
め
に
は
、
狩
猟

免
許
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
免
許
の
種
類
は
、
使
用
す
る

猟
具
に
よ
り
、
網
猟
免
許
、
わ
な

猟
免
許
、
第
１
種
銃
猟
免
許
お
よ

び
第
２
種
銃
猟
免
許
の
４
種
類
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

出
水
地
区
内
で
は
、
北
薩
地
域

振
興
局
出
水
庁
舎
で
免
許
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

○
試
験
日
時

　

８
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

○
書
類
等
の
提
出
期
間

　

７
月
13
日
（
月
）
～

　

８
月
７
日
（
金
）

○
提
出
書
類
等

　

・
狩
猟
免
許
申
請
書

　

・
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
猟

　
　

銃
・
空
気
銃
所
持
許
可
証
の

　
　

写
し

　

・
写
真
１
枚

　

・
申
請
手
数
料

　
　

□
初
心
者
５
２
０
０
円

　
　

□
他
種
の
狩
猟
免
許
を
有
し

　
　
　

て
い
る
人　

３
９
０
０
円

　

・
80
円
分
の
郵
便
切
手

○
提
出
書
類
等
の
提
出
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

○
受
験
資
格

　
　

鹿
児
島
県
内
に
住
所
を
有
す

　

る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

　

当
し
な
い
人
。

　

・
20
歳
に
満
た
な
い
人

　

・
精
神
障
害
等
の
人

　

・
覚
せ
い
剤
等
の
中
毒
者

　

・
狩
猟
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た

　
　

日
か
ら
３
年
を
経
過
し
て
い

　
　

な
い
人
な
ど

○
使
用
で
き
る
猟
具

　

・
網
猟
免
許

　
　

む
そ
う
網
、
は
り
網
、
つ
き

　
　

網
、
投
げ
網

　

・
わ
な
猟
免
許

　
　

く
く
り
わ
な
、
は
こ
わ
な
、

　
　

は
こ
お
と
し
、
囲
い
わ
な

　

・
第
１
種
銃
猟
免
許

　
　

装
薬
銃
、
空
気
銃

　

・
第
２
種
銃
猟
免
許

　
　

空
気
銃

※
８
月
28
日
（
金
）
に
免
許
取
得

　

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

・
受
講
料　

１
万
２
２
０
０
円

　

狩
猟
免
許
の
取
得
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
役
場
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
林
務
係

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
２
１
４
２

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
相
談

　

町
内
に
お
い
て
、
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
林
水
産
物
へ
の
被
害
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
の
増
加
は

深
刻
で
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
「
長
島
町
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
」
を
策
定
し
、

被
害
の
防
止
対
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
水

稲
、
果
樹
な
ど
の
生
育
に
と
も
な

い
、
被
害
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
、
ド
バ

ト
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ス
ズ
メ
、
タ
ヌ

キ
、
ノ
ウ
サ
ギ
に
よ
る
農
林
水
産

物
へ
の
被
害
で
お
困
り
の
か
た

は
、
役
場
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
林
務
係
・
農
政
係

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
２
１
４
２
・
２
１
４
３

青
少
年
ふ
る
さ
と
美
化
活
動

　

毎
年
７
月
第
４
日
曜
日
は
、
県

下
全
域
で
青
少
年
ふ
る
さ
と
美
化

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
町
で
は

７
月
26
日
（
日
）（
前
後
２
週
間

程
度
）
を
『
ク
リ
ー
ン
長
島
』
と

称
し
て
、各
集
落
で
清
掃
活
動（
空

き
缶
拾
い
、
海
岸
清
掃
等
）
を
実

施
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
地
域
住

民
、
各
団
体
（
子
ど
も
会
・
自
治

公
民
館
・
老
人
ク
ラ
ブ
等
）
が
連

携
し
、
活
動
に
協
力
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
主
は
求
人
票
の
提
出
を

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
、
４
月
現

在
、
３
２
０
０
人
以
上
の
求
人
者

が
登
録
し
、
求
人
数
は
約
７
９
０

件
と
応
募
す
る
機
会
が
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
で
採

用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
事
業
主
へ

各
種
助
成
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
求
人
票
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
公
共
職
業
安
定
所

　

℡
（
62
）
０
６
８
５

歯
科
保
健
合
同
研
修
会

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
第

19
回
出
水
地
区
歯
科
保
健
合
同
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

７
月
23
日
（
木
）

　

午
後
３
時
～
５
時

○
場
所

　

鶴
丸
会
館
（
出
水
市
）

○
演
題

　

歯
周
病
と
全
身
の
健
康

○
講
師

　

鹿
児
島
大
学
大
学
院
医
歯
学
総

　

合
研
究
科　

野
口
和
行
教
授

○
入
場
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
学
術
担
当

　

石
沢
歯
科
医
院

　

℡
（
84
）
４
４
１
１

人
権
童
話
問
題
啓
発
強
調
月
間

　

８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
は
、

人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で

す
。
偏
見
や
差
別
の
な
い
明
る
い

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
家
庭
、

学
校
、
職
場
、
地
域
の
身
近
な
こ

と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
一

人
ひ
と
り
が
人
権
問
題
を
正
し
く

理
解
し
、
人
権
の
意
義
や
人
権
尊

重
の
重
要
性
に
つ
い
て
正
し
い
認

識
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　天長フェリー（株）の「フェリーロザリオ」は、
7 月 22 日から 27 日までの６日間、船舶検査のた
め全便運休します。
　代船として「すずかぜ２」を運行しますが、車両
等の輸送はできません。大変ご迷惑をお掛けします
が、ご理解とご協力をお願いします。

諸浦港－片側港－中田港航路　全便運休

期間 : 7 月 22 日（水）～ 27 日（月）
◎問い合わせ先　天長フェリー株式会社

　　　　　　　　　　　　　℡（86）0775

イノシシ被害を受けた畑

わなにかかったイノシシ
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うまかもん幣串

サンレディーながしま

●
長
島
町
春
季
畜
産
共
進
会

　

平
成
21
年
度
春
季
畜
産
共
進
会

が
５
月
19
日
、
毎
床
家
畜
審
査
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
に

は
町
内
か
ら
35
頭
出
場
し
、１
部
、

２
部
に
月
齢
ご
と
に
個
体
審
査
と

比
較
審
査
が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
浦
底
の
山
口

正
成
さ
ん
所
有
牛
「
は
る
１
３
０

号
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

出
品
者
名
で
記
載)

種
牛
１
部
（
セ
リ
終
了
後
～
12
カ
月
）

最
優
秀
賞

１
席　

小
松　

末
男

２
席　

瀬
ノ
口
里
美

３
席　

平
山　

義
雄

４
席　

市
尾　
　

德

５
席　

兒
玉
美
津
子

６
席　

町
口　

孝
治

７
席　

門
元　

政
文

優
秀
賞

　
　
　

横
山　

知
房

　
　
　

宮
路　

健
作

　
　
　

町
田　

光

　
　
　

牧　
　
　

満

　
　
　

町
口　
　

光

　
　
　

牧　
　

次
夫

　
　
　

古
川　

修
一

種
牛
２
部
（
12
カ
月
～
16
カ
月
）

最
優
秀
賞

１
席　

山
口　

正
成

２
席　

赤
嵜　

年
武

３
席　

山
田　

親
幸

４
席　

浦
底　

初
男

５
席　

町
田　

光

６
席　

赤
嵜　

年
武

７
席　

兒
玉
美
津
子

８
席　

森
山　

津
経

９
席　

町
田　

光

10
席　

内
田　

秋
宏

11
席　

山
口　

正
成

優
秀
賞

　
　
　

宮
路　

健
作

　
　
　

浦
底　

初
男

　
　
　

浦
﨑　

文
夫

　
　
　

宮
路　

幸
雄

　
　
　

山
口　
　

忠	

２
頭

　
　
　

北
村　

秀
紀

　
　
　

西
村　

信
良

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

２
部
１
席　

山
口　

正
成

　
　
　
　
　
「
は
る
１
３
０
号
」

●
出
水
地
区
春
季
畜
産
共
進
会

　

平
成
21
年
度
出
水
地
区
春
季
畜

産
共
進
会
が
５
月
26
日
、
出
水
中

央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
出
水

地
区
内
の
育
成
牛
36
頭
が
２
部
門

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
１
部
に
６
頭
、

２
部
に
11
頭
、
合
計
17
頭
が
出
場

し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

種
牛
１
部

最
優
秀
賞

２
席　

小
松　

末
男

３
席　

瀬
ノ
口
里
美

４
席　

兒
玉
美
津
子

優
勝
賞

　
　
　

門
元　

政
文

　
　
　

町
口　

孝
治

　
　
　

平
山　

義
雄

種
牛
２
部

最
優
秀
賞

１
席　

山
口　

正
成

２
席　

浦
底　

初
男

３
席　

兒
玉
美
津
子

５
席　

赤
嵜　

年
武

６
席　

山
田　

親
幸

優
秀
賞

　
　
　

赤
嵜　

年
武

　
　
　

森
山　

津
経

　
　
　

山
口　

正
成

　
　
　

町
田　

光　

	

２
頭

　
　
　

内
田　

秋
宏

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

２
部
１
席　

山
口　

正
成

　
　
　
　
　
「
は
る
１
３
０
号
」

平
成
21
年
度

長  

島  

町

出
水
地
区
春
季
畜
産
共
進
会

はる 130 号がＧチャンピオン
毎床家畜審査場で開かれた町畜産共進会

　

離
島
漁
業
再
生
交
付
金
事
業
が

き
っ
か
け
で
平
成
19
年
11
月
に
設

立
さ
れ
た
水
産
加
工
グ
ル
ー
プ

「
う
ま
か
も
ん
幣
串
」
は
、
６
月

か
ら
お
中
元
商
戦
に
向
け
た
商
品

づ
く
り
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

魚
市
場
に
水
揚
げ
さ
れ
た
雑
魚

や
地
元
の
漁
師
か
ら
仕
入
れ
た
魚

を
加
工
し
、
販
売
し
て
い
る
同
グ

ル
ー
プ
は
、
味
付
け
す
り
身
や
ブ

リ
の
カ
ツ
・
照
り
焼
き
・
味
噌
漬

け
、
エ
ソ
の
塩
干
し
・
み
り
ん
干

し
な
ど
を
冷
凍
加
工
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
な
ど
の
イ

　６月 16 日、指江の農林水産物処理加工施設

前に、紅色の鮮やかなじゅうたんが敷き詰めら

れていました。このじゅうたんの正体はテング

サです。「サンレディーながしま加工組合」が

北さつま漁協などから約 80 ㌔仕入れ、ところ

てんに加工するために干したものです。

　サンレディーながしまは、毎年５月から８月

にかけて、ところてんをつくっています。テン

グサを洗っては干し、洗っては干しと４回以上

繰り返し、板状にした 500 ｇのところてん約

7500 枚を、道の駅長島や川床ふれあいの郷、

県外発送などで販売しています。販売は９月ご

ろまで続き、夜遅くまで作業に追われます。

　このほかサンレディーながしまでは、梅干や

ラッキョウ、ヒジキの佃煮、漬物、ドレッシン

グなどをつくり、1500 円から 3000 円のお中

元セットとして全国各地へ発送しています。

◎問い合わせ先
　役場農林課

　℡（86）1111　内線 2144↑干す回数が増えるほど、テングサは白っぽく変色

ベ
ン
ト
や
物
産
展
、
各
地
の
魚
市

場
な
ど
に
積
極
的
に
出
向
い
て
販

売
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

さ
ら
に
、
２
千
円
か
ら
３
千
円
の

お
土
産
、
お
中
元
の
詰
め
合
わ
せ

を
つ
く
り
、
全
国
へ
発
送
す
る
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
水
元
寿
賀
子
代

表
は
「
獅
子
島
の
働
く
場
と
し
て

確
立
で
き
る
よ
う
、
独
立
採
算
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
水
産
商
工
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１　

　

内
線
１
３
６
２

↑魚市場での物産展に出展し大盛況（出水市）

働く場として確立を

鮮やか  紅色の
じゅうたん広がる
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

フノリで磯枯れ現象を打開マ 試験栽培に着手

分似  ひ孫の成長楽しみ
坂口さん 100 歳の誕生日

心館で本大会出場に挑んだ洗 県民体育大会出水地区予選

　近年の本町西岸地区の磯枯れ現象をくい止めようと
６月 12 日、町や北さつま漁協は唐隈の海岸でマフノ
リの種付けに着手しました。
　この日は、漁協関係者や地元住民らが、前日にフジ
ツボを削り取った岩場に、マフノリの胞子約 75 ㍑を
散布しました。この試験で成果が確認できれば、規模
を拡大していく予定です。
　マフノリは刺身のつまや海藻サラダ、酢のもの、味
噌汁、天ぷらなど、用途の多い食材として重宝されて
います。

　６月 10 日、浦底の坂口喜次郎さんが 100
歳の誕生日を迎えられ、町からお祝いが届け
られました。
　同日は、坂口さんが入院されている高野医
院にお子さんやお孫さんらが集まり、花束や
誕生ケーキなどで祝福を受けていました。町
を代表して川添町長も駆けつけ、坂口さんに
「なお一層のご長寿をお祈りします」とお祝
い状と記念品を手渡しました。
　坂口さんは、青年団の会計を任された昭和
７年から２年前までの 75 年間、豆腐の値段
などを細かく記載した家計簿をつけてこられ
ました。その几帳面さから、公民館長などさ
まざまな役員を歴任されました。
　スポーツも万能だったという坂口さんは
「こんなに祝ってもらえてうれしい。ひ孫が
自分によく似ていて、成長が楽しみ」と笑顔
を見せていました。

　本年９月に伊佐地区で開催される県民体育大会の出
水地区予選が各地で開かれています。唯一、本町が会
場となる剣道は６月 28 日、多目的ホール洗心館で予
選会がありました。
　剣道の長島チームは、初戦で出水チームを破りまし
たが、次の阿久根チームとの接戦を惜しくも落とし、
２位となりました。剣道は優勝チームを主体として、
地区内から選手を選抜しての本大会出場となります。
　このほか本町からは６月末現在で、男子バレーが団
体で出場を決めており、バドミントンやソフトテニス、
女子バレー、水泳などに個人が選抜されています。

↑川添町長からお祝い状が贈られ、笑顔で喜ぶ坂口さん

↑洗心館で熱戦が繰り広げられた剣道

自

い鼻のついたナスに興味津々
指江庁舎に変わった野菜届く

元商店の利用促進呼びかけ地 商工会の日に役場訪問

たな就労  パンの製造販売新 工房ぽんぽこが開所

長

↑手づくりパンを販売
できる店舗を併設

←旧平尾幼稚園を改修
して開所した工房ぽん
ぽこ

　６月中旬、指江庁舎にちょっと変わった野菜が持ち
込まれました。持ち込まれたのは、実に直径約 1.5 ㌢、
長さ約８㌢の長い枝のついたナスです。城川内の濱石
広海さんが窓口に届けられました。
　窓口を通りかかった人は必ずこのナスが目にとま
り、「鼻がついてる」と手に取るなど、興味津々でした。

　商工会の日にあわせて６月 10 日、長島町商工会は
長島町役場と指江庁舎を訪れ、商工業のＰＲを行いま
した。
　例年、この日は黒之瀬戸大橋付近などで交通安全
キャンペーンを実施している同会ですが、本年はあい
にくの雨に見舞われたため、役場訪問に切り替えまし
た。同日は、会員が両庁舎に分かれて各課を巡回し、
地元商店などの利用促進や交通安全などを呼びかけま
した。

　ＮＰＯ法人長島福祉作業所ぽんぽこ村は６
月 25 日、第２の作業所「工房ぽんぽこ」を
開所しました。
　この作業所は、旧平尾保育園を町から借用
し、障害者自立支援基盤整備事業の補助を受
けて改修しました。施設内には電気オーブン
や冷蔵庫、ミキサー、電磁調理器などが備え
られいています。施設の一角にはパンを販売
する店舗も併設されていて、通所者の新たな
就労として、パンの製造や販売をすることが
可能となりました。
　同日の開所式で大堂和枝理事長は「開所に
あたって初心に帰り、明るく、楽しく、のん
びりとの精神で活動していきたい」と気持ち
を新たにしていました。
　工房ぽんぽこは、毎週月曜日から金曜日ま
での午前９時から午後５時 30 分まで、パン
や野菜などを販売し、受注販売や移動販売も
計画しているそうです。

↓ピノキオ？ゾウ？変わったナスが指江庁舎に届く

↓波打ち際の岩場に、マフノリの胞子をまく漁業者ら

↑役場で商工業の利用促進などを呼びかける会員
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

彩な仕掛けで泊り客増やす多 ホテル旅館組合がサツマイモ作付け

謝の気持ちを込めて
町に絵画と陶器寄贈

康づくりをお手伝いします健 食生活改善推進員による料理教室

　自分たちでつくったものをプレゼントしたい―。長
島地区ホテル旅館組合は６月 16 日、組合員８人が蔵
之元の畑約 20 ㌃にサツマイモを作付けしました。
　これは、町のイベントが目白押しとなる今秋、宿泊
者にサツマイモを無料で提供し、宿泊客の増を図ろう
と企画されたもので、紅あづまの苗７千本が植えつけ
られました。
　同組合の竹之内重信組合長は「人が集まっても泊り
客を見過ごしてきた。いろいろな仕掛けでお客を増や
したい」と話していました。

　出水市野田町の別府威德さん（白日
会会友、日本工芸会正会員）が６月
29 日、長島町役場町長室を訪れ、町
に絵画と陶器を寄贈されました。
　今回、寄贈されたのはいずれも別
府さんの作品で、第 58 回白日会記
念展に出展した絵画「待

たいしゅん

春」と陶器
「抜

ぬきえそうもんこ

絵草文壷」です。別府さんは「長
島がスタートの地。お世話になった気
持ちを込めて贈ります」と川添町長に
作品を手渡しました。
　別府さんは、鷹巣中学校を初任地と
して長年、美術教諭を務められ、退職
後は鷹巣でギャラリーを開いていま
す。
　今回贈られた作品２点は、長島町役
場町長室に飾られています。

　長島町食生活改善推進員は高齢者学級「上揚福揚大
学」を対象に６月 11 日、上揚公民館で『男性の健康
料理教室』を開きました。同推進員は、「親子の食育
教室」「『郷土の味』普及の料理教室」「高齢者ハツラ
ツ料理教室」などを開いて、食生活の面から健康づく
りのお手伝いをしています。
　この日は、同推進員が講師となり、男性 10 人を含
む参加者 22 人にグリンピースごはんやさやえんどう
味噌汁などの健康レシピを紹介しました。
　同推進員による料理教室の開催を希望されるかた
は、事務局の役場保健衛生課（℡（86）1111 内線
1110）へご連絡ください。

↑絵画と陶器を寄贈した別府さん（右）

↓紅あづまの苗を手植えする組合員

↑食生活改善推進員の指導を受け、男性が料理づくりに挑戦

感

ノ浦Ａが２年ぶり３度目のＶ
自治公民館対抗ゲートボール大会

内の発電用風車が 26 基に町 黒ノ瀬戸風力発電竣工式

学生が漁業資源拡大に一役小 不知火海に稚魚放流

福

↑本浦小の児童が、漁
船からマダイの稚魚を
放流

←ヒラメの稚魚を海へ
放つ鷹巣小の児童たち

　第４回自治公民館対抗ゲートボール大会が６月２日
から７日まで、総合交流ターミナル施設でありました。
　31 の公民館から 50 チームが参加したこの大会。１
次予選、２次予選を突破した８チームが決勝大会で熱
戦を繰り広げ、福ノ浦Ａチームが２年ぶり３度目の優
勝を飾りました。２位に塩追チーム、３位には脇崎と
山寺Ｂチームが入りました。

　長島黒ノ瀬戸風力発電株式会社が昨年４月から建設
を進めていた発電用風車１基が完成し、６月５日、馬

　不知火海の本町周辺海域に地元の小学生が
３種の稚魚を放流し、漁業資源の拡大に一役
かいました。
　放流に協力したのは鷹巣小学校と幣串小学
校、本浦小学校の児童たちです。６月２日に
は鷹巣小の４年生 30 人が、薄井漁港周辺に
ヒラメの稚魚 17,900 尾を、18 日には幣串小
の全児童 12 人が、獅子島の南西にあるひょ
うたん島でカサゴの稚魚 1,000 尾を、25 日
には本浦小の３年生から６年生までの 20 人
が、本浦港周辺でマダイの稚魚 3,300 尾を海
へ放ちました。
　幣串小の児童たちは、県北薩地域振興局や
町の担当者からブリ養殖や赤潮、海洋汚染な
どの講義も受け、海の大切さを学びました。
　幣串小４年の下永明慧君は「透きとおった
海が好きなので、赤潮は無いほうがいい。カ
サゴは大きく育ってほしい」と話していまし
た。

↓対戦相手が見詰める中、第 2ゲート通過

↑馬込に建設された風力発電施設

込の風車前で竣工式が
ありました。
　式典には、施工主や
地元公民館、町関係者
ら約 60 人が出席し、
運転の安全を祈願しま
した。
　風車は直径が82	㍍、
最高到達点が 121	㍍、
出力は 1,980	㌔㍗で、
約 1,100	世帯の電力使
用量に相当します。
　この施設の完成によ
り、本町にある発電用
風車の数は、大小合せ
て26基となりました。

ながしま 16広報Town_Nagashima  Public  Relations17



Nice Sm
ile

（　）内は前月比

Interview

獅子島架橋はみんなの願い
インタビュー

No.

島民の生命と財産を守るために
人　口　  11,746( -23)
男　性　　5,642( -15)
女　性　　6,104(    -8)
世　帯　　4,392(    -2)

平成 21 年 6 月 30 日現在

長島町消防団獅子島分団

分団長		岩内  哲司さん (47)

◇
消
防
団
員
と
し
て
思
う
こ
と

　

消
防
団
に
入
団
し
て
15
年
に
な
り

ま
す
。
長
島
本
島
で
火
災
や
災
害
が

発
生
す
る
と
、
各
分
団
か
ら
の
応
援

を
も
ら
え
ま
す
。
し
か
し
、
獅
子
島

で
火
災
や
災
害
が
発
生
し
て
も
、
長

島
本
島
か
ら
の
応
援
は
も
ら
え
ま
せ

ん
。
獅
子
島
分
団
だ
け
で
対
応
す
る

し
か
な
い
の
で
す
。
平
成
12
年
８
月

に
お
き
た
平
河
内
の
土
石
流
災
害
時

に
は
、
地
元
の
人
が
手
助
け
し
て
く

れ
ま
し
た
。
獅
子
島
で
交
通
事
故
な

ど
の
被
害
者
や
急
病
人
が
出
た
と
き

は
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
な
ど
が
到
着
す

る
ま
で
時
間
が
か
か
る
た
め
、
消
防

団
が
出
動
し
て
救
助
し
た
り
、
船
で

患
者
を
搬
送
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

島
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
、
や
は
り
獅
子
島
架
橋
は
必
要
で

す
。

　

国
で
は
、
地
域
活
性
化
・

生
活
対
策
臨
時
交
付
金
事
業

や
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を

実
施
し
て
、
景
気
低
迷
に
よ

る
失
業
者
の
雇
用
対
策
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

町
は
こ
の
事
業
を
活
用

し
、
こ
れ
ま
で
行
き
届
か
な

か
っ
た
町
道
の
草
払
い
や
、

雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
国

道
・
県
道
沿
い
の
石
積
み
保

全
、
西
海
岸
地
域
に
あ
る
景

勝
地
の
景
観
支
障
木
の
伐
採

な
ど
を
行
う
土
木
作
業
員
を

雇
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
地
元
の
自
然
石

に
よ
り
積
ま
れ
て
い
た
石
垣

が
、
雑
草
な
ど
に
よ
り
人
目

景観づくりに国の事業を活用

に
触
れ
な
い
所
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
雑
草

を
取
り
除
き
、
再
び
生
え
て

こ
な
い
よ
う
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
な
ど
で
間
詰
め
し
、
自
然

に
や
さ
し
い
景
観
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
作
業
を
進
め

る
う
え
で
、
地
権
者
の
か
た

が
た
に
ご
理
解
を
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
事
業
推
進
課
景
観
係

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
２
６
８

■
編
集
後
記

▽
今
年
は
田
植
え
が
遅
れ
た

と
い
う
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
梅
雨
に
入

っ
た
も
の
の
雨
が
降
ら
な
い

日
が
続
き
、
水
不
足
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
降
る
べ
き
時
期

に
は
適
度
に
降
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。　
　
　
（
濱
口
）

わがまちの景観づくり

国道 389 号沿いの石積み（指江）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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　7 月 19 日（日）に開催する「夏祭り納涼大会」の会場付近の国道 389 号は、午後８時から９時ごろ
まで駐停車禁止区域となります。ご協力をお願いします。



日 月 火 水 木 金 土

２００９

お知らせカレンダー
広報ながしま８月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

２ ７ １

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

３０ ３１   ９/１   ９/２   ９/３   ９/４   ９/５

３ ４ ５ ６

８○飯尾医院 88-5040
○椎原歯科医院 67-4111

□あすか薬局 63-7322

□あじさい薬局 67-2055

□会営薬局阿久根店 72-5060

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎三種混合

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

◎ＭＲ

■出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○石沢歯科医院 84-4411

□いまがま調剤薬局 65-7550

□さかえまち薬局 72-0978

□長島調剤薬局 64-5555

■二宮医院 62-0167

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

◎特定健診
◎胃がん検診
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎心配ごと相談
（保健福祉センター）

（長生園）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○福原歯科医院 63-2501

●阿久根市民病院 73-1331

○福原歯科医院 63-2501

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○あくね歯科医院 72-0556

□クレイン調剤薬局 63-4300

□本町薬局 73-3233

□しおかぜ薬局 88-6011

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■キッズクリニック 63-7707

○平尾診療所 88-2595
○こじま歯科医院 63-4618

□高尾野会営薬局 64-2110

□ポポロ薬局 63-4630

□本町薬局 73-3233

■キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●北国医院 72-0016 ■こどもクリニック永松 64-1500

○飯尾医院 88-5040
○金子歯科医院 63-2150

□第二緑調剤薬局 63-1177

□会営薬局阿久根店 72-5060

■こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

祝日には、国旗を掲げましょう！

◎ＢＣＧ
（平尾診療所）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■二宮医院 62-0167


